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明
治
大
学
が
他
大
学
に
大
い
に
自
慢

で
き
る
代
表
的
な
催
し
が｢

全
国
校
友

大
会｣

だ
。
今
回
は
第
50
回
と
い
う
節

目
の
大
会
で
、
平
成
26
年
９
月
７
日
の

午
後
に
新
潟
市
の
朱
鷺
メ
ッ
セ
で
開
催

さ
れ
た
。
校
旗
入
場
の
後
、
校
歌
を
三

番
ま
で
斉
唱
し
、
い
よ
い
よ
式
典
。
向
殿

校
友
会
会
長
、
日
高
理
事
長
な
ど
学
校

関
係
者
の
ほ
か
に
ご
来
賓
に
泉
田
新
潟

県
知
事
、
新
潟
市
長
な
ど
多
く
方
の
ご

祝
辞
を
賜
り
粛
々
と
式
典
が
進
み
、
万

歳
三
唱
で
お
開
き
と
な
った
。 

       

記
念
講
演
は
元
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
吉

田
義
人
氏
。
在
学
中
に
主
将
と
し
て
大

学
日
本
一
に
導
き
、
監
督
と
し
て
は
平

成
24
年
度
に
対
抗
戦
優
勝
を
果
し
監

督
を
勇
退
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

現
役
時
代
の
北
島
忠
治
監
督
の
思
い
出

と
し
て
は
「
前
へ
」と
い
う
信
念
と
「グ
ラ
ン

ド
で
見
て
い
る
」
と
う
存
在
に
安
ら
ぎ
と

オ
ー
ラ
を
感
じ
、
選
手
と
し
て
ま
た
そ
の

後
の
監
督
と
し
て
の
あ
り
方
に
薫
陶
を

受
け
た
そ
う
で
あ
る
。
現
在
７
人
制
ラ
グ

ビ
ー
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
と

な
り
、
人
材
育
成
に
奔
走
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
校
友
と
し
て
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
応
援
を
し
た
く
な
る
講
演
で
あ
った
。 

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
県
下
校
友

酒
造
メ
ー
カ
ー
８
酒
造
の
大
鏡
開
き
に

続
き
、
グ
リ
ー
倶
楽
部
Ｏ
Ｂ
の
合
唱
。
次

回
開
催
県
の
滋
賀
県
の
宣
伝
後
、
懇
談

と
な
った
。
う
ま
い
新
潟
の
料
理(

亜
流
で

す
が
、
シ
ャ
ケ
の
入
っ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お

に
ぎ
り
が
格
別
で
し
た)

に
舌
鼓
を
打
つ

中
、
吉
田
義
人
氏
が
会
場
を
回
っ
て
居

た
と
こ
ろ
に
出
会
っ
た
。
思
い
の
ほ
か
小

作
り
体
格
に
驚
い
た
。
宴
会
で
配
ら
れ

た
枡
に
サ
イ
ン
を
依
頼
し
た
ら｢

衿
持 

吉
田
義
人｣

と
書
い
て
く
れ
た
。
こ
こ
で

も
校
歌
を
三
番
ま
で
歌
い
盛
況
の
う
ち

に
お
開
き
と
な
った
。 

な
お
，
今
回
の
大
会
の
晴
れ
や
か
な

催
し
と
は
少
し
違
っ
た
行
事
が
、
午
前

中
に
行
わ
れ
た
。｢

明
治
大
学
戦
没
者

学
徒
忠
霊
殿
慰
霊
祭｣

で
あ
る
。
場
所

は
新
潟
縣
護
国
神
社
。
慰
霊
祭
は
，
本

殿
脇
に
別
棟
で
祀
ら
れ
て
い
る
御
霊
を

本
殿
に
移
し
、
檜
の
香
り
は
漂
う
本
殿

内
で
、
大
学
の
校
旗
と
共
に
厳
粛
に
挙

行
さ
れ
た
。
式
典
の
中
で
日
高
理
事
長

が
述
べ
ら
れ
た
「
科
学
技
術
が
必
ず
し

も
幸
福
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
時
代
」
の

言
葉
に
は
、
大
戦
と
い
う
不
幸
な
時
代

の
中
で
戦
火
に
没
し
た
校
友(

３
２
３

名)

無
念
さ
を
思
い,

平
和
の
堅
持,

不
戦

の
誓
い
を
新
た
に
し
た
も
の
で
あ
る
。 

今
回
の
柏
地
域
支
部
の
参
加
者
は
３

名
、
見
方
を
変
え
て
各
地
で
行
う
全
国

大
会
に
旅
行
の
つ
も
り
で
参
加
す
れ
ば

如
何
で
し
ょ
う
か
。
平
成
27
年
は
滋
賀

県
大
津
市
で
９
月
６
日(

日)

で
す
。 

昭
和
52
年
法
卒 

山
田
研
一  
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み
な
さ
ん
，
こ
ん
に
ち
は
。
初
め
ま
し

て
。
こ
の
度
校
友
会
柏
支
部
の
幹
事
，
を

引
き
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
，
村
田

行
成
と
申
し
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
，
諸
先
輩
方
を
は
じ
め
と
し
て
，
皆

さ
ま
方
の
ご
協
力
を
頂
戴
し
，
少
し
で

も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
，

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

私
は
昭
和
49
年
，
文
学
部
史
学
地
理

学
科
を
卒
業
し
，
同
年
４
月
に
法
学
部

に
学
士
入
学
を
し
ま
し
た
。
途
中
50
年

に
大
学
院
法
学
研
究
科
民
事
法
学
に
入

学
し
昭
和
53
年
に
修
了
致
し
ま
し
た
。 

中
学
１
年
か
ら
成
り
た
か
った
教
師
に
、

大
学
院
在
籍
中
の
51
年
か
ら
明
大
中
野

に
教
諭
と
し
て
就
職
致
し
ま
し
た
。
部

活
動
は
中
学
校
は
サ
ッ
カ
ー
部
・
高
校
は

応
援
団
を
観
て
欲
し
い
と
の
事
で
し
た
が
、

応
援
団
は
大
変
怖
い
印
象
を
持
って
お
り

ま
し
た
。
案
の
定
，
怖
い
と
言
う
よ
り
も

校
則
を
守
ら
な
い
生
徒
が
多
く
て
，
厳

し
い
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
影
響
か

ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
，
生
活
指
導

担
当
に
な
り
ま
し
て
，
毎
日
多
く
の
生

徒
を
指
導
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
中
高

で
入
っ
て
い
た
経
験
も
あ
り
，
応
援
団
吹

奏
楽
部
に
入
部
し
ま
し
て
，
神
宮
へ
野
球

の
応
援
に
，
応
援
団
と
一
緒
に
行
動
し
て

き
ま
し
た
。 

そ
の
後
，
明
大
中
野
在
籍
中
，
千
葉
県

の
松
戸
と
取
手
に
女
子
一
貫
校
を
作
る

の
で
，
手
伝
って
欲
し
い
と
い
う
依
頼
が
あ

り
，
聖
徳
大
学
附
属
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校
の
創
設
準
備
室
に
入
り
２
年
前

に
定
年
退
職
を
迎
え
ま
し
た
。 

よ
く
，
男
子
校
と
女
子
校
の
ど
ち
ら

が
良
い
か
と
聞
か
れ
ま
す
が
，
生
徒
と
し

て
は
ど
ち
ら
も
可
も
無
く
不
可
も
無
く

で
し
た
が
，
指
導
は
男
子
の
方
が
，
私
に

は
向
い
て
い
た
よ
う
で
す
。 

以
上
の
経
験
が
現
在
の
私
を
築
き
上

げ
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
経
験
を
，
今
後
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
頑
張
って
い
き
た
い
と
思
って
お
り
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

昭
和
49
年
文
卒 

村
田
行
成 

  

平
成
26
年
10
月
26
日
に
「
大
堀
川

の
水
辺
を
き
れ
い
に
す
る
会
」
主
催
の
第

32
回
目
の
大
堀
川
清
掃
に
当
支
部
会

員
も
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
総

勢
１
５
０
名
、
９
時
30
分
か
ら
清
掃
が

開
始
さ
れ
終
了
後
は
緑
地
広
場
に
集

ま
り
、
お
に
ぎ
り
・
飲
み
物
を
頂
い
た
後
、

団
体
参
加
者
の
一
言
を
と
の
こ
と
で
、
当

支
部
は
平
成
27
年
9
月
23
日
開
催
の

「
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会
」
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、

加
茂
治
男
さ
ん
、
伊
東
忠
雄
さ
ん
が
共

に
地
元
産
の
大
根
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
大
堀
川
は
千
葉
県
管
理
の

一
級
河
川
で
、
流
山
市
美
田

み

た

地
域
か
ら

手
賀
沼
入
口
ま
で
の
６．９

km
を
流
れ
、

「
お
お
た
か
の
森
」
駅
近
く
の
「
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
」
の
高
架
下
で
は
雨
水
貯
留

施
設
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。 

こ
の
大
堀
川
に
は
、
柏
市
北
部
に
あ

る
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
近
く
の
「
こ
ん
ぶ

く
ろ
池
」
の
水
が
柏
市
正
連
寺
、
柏
市

公
設
卸
売
市
場
付
近
、
松
葉
町
、
松
ヶ

崎
に
い
た
る
４
km
の
「
地
金
堀
」
を
通
り

大
堀
川
に
、
ま
た
豊
四
季
駅
か
ら
江
戸

川
大
学
に
至
る
道
路
の
途
中
に
あ
る

「
新
駒
木
橋
」
付
近
か
ら
「
北
千
葉
導
水

路
」
の
水
が
毎
秒
0.1
ト
ン
注
入
さ
れ
て

お
り
、
平
成
18
年
に
は
高
田
小
学
校

近
く
の
「
新
提
橋
」
で
鮭
の
遡
上
が
み
ら

れ
た
そ
う
で
す
。
さ
あ
ー
皆
さ
ん
、
こ
ぞ

って
今
年
も
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

昭
和
44
年
商
卒 

竹
之
内
明 

                 

平
成
26
年
８
月
23
日
、
恒
例
に
な
り

ま
し
た
柏
支
部
主
催
の
梨
狩
り
家
族
大

会
が
高
柳
の
渡
来
さ
ん
の
経
営
す
る
果
樹

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
27
名
で
14
家
族
が
集
ま
り
、

梨
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

今
回
は
幸

水
梨
の
実
の
入
り
が
速
く
、
既
に
熟
し
て

昭和 49 年文 

村田行成 

会

員

の

横

顔 

大
堀
川
清
掃
に
参
加 

 

梨

狩

り

家

族

大

会 
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い
た
の
で
豊
水
梨
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

写
真
に
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
お
腹
一
杯
梨
を
食
べ
、
暑
い
夏
の
日

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

何
時
も
の
よ
う
に
、
校
友
の
渡
来
農

園
主
様
か
ら
お
い
し
い
ぶ
ど
う
や
梨
の
お

土
産
を
頂
き
、
満
足
で
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。 

昭
和
55
年
商
卒 
勝
俣
清
三               

 

好
天
に
恵
ま
れ
た
10
月
25
日
（
土
）

総
勢
12
名
で
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

を
実
施
致
し
ま
し
た
。 

私
事
で
す
が
、
昭
和
45
年
に
上
京
し
て

最
初
に
居
を
構
え
た
の
が
中
野
区
で
あ

り
、
大
塚
製
薬
に
入
社
し
て
最
初
に
担

当
し
た
地
区
が
中
野
区
と
絶
対
に
忘
れ

る
こ
と
が
出
来
な
い
場
所
で
あ
り
ま
す
。 

２
０
１
３
年
に
中
野
警
察
学
校
跡
地

の
一
角
に
明
大
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校
。

「
国
際
化
」
「
先
端
研
究
」
「
社
会
連
携
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、
国
際
日
本
学
部
と

総
合
数
理
学
部
が
あ
り
、
大
学
院
と
併

せ
て
２
５
０
０
名
が
在
籍
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
又
、
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
は
地
域
社

会
に
開
か
れ
て
環
境
・
防
災
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
配
慮
し
た
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
を
形

成
し
て
い
ま
す
。
我
々
も
隣
接
し
た
帝

京
平
成
大
学
と
の
境
界
が
な
い
こ
と
な
ど

に
目
を
見
張
った
も
の
で
す
。 

ア
ト
リ
ウ
ム
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
最
新
鋭
の

教
室
、
図
書
館
等
を
事
務
室
の
田
子
恵

さ
ん
（
共
立
女
子
大
卒
だ
そ
う
で
す
）
の

ご
案
内
で
約
１
時
間
の
見
学
の
後
、
学

生
食
堂
に
て
各
自
が
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
を

選
ん
で
食
事
し
ま
し
た
が
、
何
十
年
ぶ

り
か
の
学
食
で
の
食
事
は
大
変
楽
し
い

も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
駿
河
台
に
移
動

し
て
「
明
大
博
物
館
」
「
阿
久
悠
記
念

館
」を
見
学
し
て
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。 

ち
な
み
に
こ
こ
に
は
先
日
亡
く
な
ら
れ

た
高
倉
健
大
先
輩
の
記
念
館
新
設
の
動

き
も
あ
る
と
聞
こ
え
て
き
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
建
設
最
大
の

目
的
は
世
界
に
開
か
れ
た
大
学
『
グ
ロ
ー

バ
ル
コ
モ
ン
』
の
実
現
を
目
指
す
と
の
事
。

我
ら
が
母
校
「
明
治
大
学
」
の
益
々
の
発

展
を
見
守
り
た
い
も
の
で
す
。 

左
の
写
真
は
白
田
誠
さ
ん
が
撮
影
・
編

集
さ
れ
た
寫
眞
集
「
明
治
大
学 

中
野

キ
ャ
ン
パ
ス 

絵
図
巡
り
」
の
一
部
で

す
。
ご
提
供
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

又
、
手
配
頂
き
ま
し
た
事
務
室
の
友

保
直
樹
様
、
ア
テ
ン
ド
下
さ
った
田
子
恵

様
に
大
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

昭
和
49
年
政
経
卒 

今
井
享 

            

  

平
成
26
年
12
月
７
日
（
日
）
、
大
学

ラ
グ
ビ
ー
対
抗
戦
、
明
治
大×

早
稲
田

大
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
の
対
抗
戦
は
帝
京
大
の
全
勝
優

勝
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
明
大
は
帝
京
大

に
敗
れ
て1

敗
、
早
大
は
帝
京
大
に
敗
れ

た
ほ
か
慶
大
と
引
き
分
け
、
勝
った
方
が

２
位
と
い
う
対
戦
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
一
戦
は
過
去
に
何
度
も
白
熱
の

名
勝
負
が
展
開
さ
れ
た
た
め
、
優
勝
に

関
係
な
く
て
も
人
気
が
高
く
、
収
容
人

数
の
多
い
国
立
競
技
場
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
改
修
工
事
の
た
め
、

42
年
ぶ
り
に
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
、
神
宮
外
苑
は
い
ち
ょ
う
祭
り
が

開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
小
春
日
和
の
穏

や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、
す
っか
り
黄
葉

し
た
背
の
高
い
銀
杏
の
並
木
が
、
晩
秋
の

青
空
に
映
え
て
き
れ
い
で
し
た
。 

試
合
前
に
行
わ
れ
た
校
歌
斉
唱
は
、

両
校
の
応
援
席
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て

い
な
い
せ
い
か
、
満
席
の
割
に
い
つ
も
の
よ

う
な
一
体
感
が
な
く
、
盛
り
上
が
り
に

欠
け
た
気
が
し
ま
し
た
。 

試
合
は
開
始
早
々
明
大
が
１
ト
ラ
イ

明
大
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学 

 

明
早
ラ
グ
ビ
ー
観
戦 
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２
ゴ
ー
ル
で
10
点
を
先
行
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
つ
か
の
間
、
次
々
と
得
点
を
許

し
、
前
半
を
10
対
18
で
折
り
返
し
ま

し
た
。
後
半
も
流
れ
は
変
わ
ら
ず
、
結

局
24
対
37
で
負
け
ま
し
た
。 

や
は
り
早
大
は
強
い
、
帝
京
大
は
さ

ら
に
強
い
、
な
か
な
か
勝
て
な
い
。
し
か

し
、
我
々
に
は
北
島
監
督
の
「
前
へ
」
の
信

念
が
あ
る
、
無
敵
の
敵
と
戦
い
、
こ
れ
に

勝
つ
、
と
に
か
く
「
前
へ
」
出
よ
う
、
と
い

う
思
い
い
っ
ぱ
い
の
観
戦
で
し
た
。 

 
 

昭
和
53
年
工
卒 

山
田
秋
彦 

               

  

平
成
26
年
10
月
19
日(

日)

、
駿
河

台
本
校
で
第
17
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

記
念
式
典
、
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
に
よ

る
演
奏
、
豪
華
賞
品
（
一
等
ハ
ワ
イ
旅

行
）
が
当
た
る
奨
学
サ
ポ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト

販
売
、
物
産
展
（
売
上
は
全
額
寄
付
金
）

な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
今
回

は
特
別
招
待
の
為
、
記
念
品
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 昭

和
49
年
工
卒 

片
倉
慶
孝 

  

柏
・流
山
・我
孫
子
支
部
合
同
ゴ
ル
フ
大

会
が
１１
月
４
日
（火
）に
紫

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
あ
や

め
コ
ー
ス
東
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
人
数
25
名

（柏
７
名
）。 

当
日
の
天
候
は
や
は
り

晴
れ
（
今
ま
で
コ
ン
ペ
で
雨

に
降
ら
れ
た
こ
と
な
し
）

ゴ
ル
フ
日
和
で
一
日
和
気

藹
々
と
プ
レ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。
優
勝
者
は
我

孫
子
の
小
川
東
洋
さ
ん
、

第
２
位
は
柏
の
寒
川
博
行
さ
ん
、
第
３

位
は
流
山
の
佐
藤
雅
昭
さ
ん
と
３
支
部

で
上
位
を
分
け
合
い
ま
し
た
。 

次
回
は
６
月
上
旬
に
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
と
も
多
数
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。  

 

加
茂
治
男 

          

 ●
事
業
委
員
会 

マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
演
奏
会 

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
演
奏
会
開
催
が
決
定
し

ま
し
た
。 

９
月
23
日
（水
・祝
・秋
分
の
日
） 

柏
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

（リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
初
の
開
催
で
す
） 

校
友
会
の
皆
様
方
に
は
マ
ン
ド
リ

ン
演
奏
会
の
広
報
・
チ
ケ
ッ
ト
の
販

売
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
広
告
掲
載
・
開
催

当
日
の
会
場
整
理
等
色
々
と
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
思
い
ま
す
。 

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上位組織が主催、○：当会会員が出演、◆：会として参加・鑑賞・観戦   

柏
・
流
山
・
我
孫
子
地
域 

支
部
合
同
ゴ
ル
フ
大
会 

委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

 

平成２７年イベントの予定     
●新春の集い 
１月３１日(土)、麗宮飯店 
☎(０４）７１３１‐３０８０(竹之内)  

●お花見会 
3 月下旬～4 月上旬開催予定 
場所未定。初めて参加をお考えの方は
３月下旬までにご連絡下さい。 
☎(０９０）１４０４‐１１３８(植田) 

●柏地域支部総会 
５月１０日(日)、ナプシャルズ南柏 
☎(０４）７１３１‐３０８０(竹之内)  

■千葉県西部支部総会 
６月２１日(日)柏の葉カンファレンスセンター 
☎(０４）７１７３‐７３０１(宇都宮) 

●ゴルフ大会 
春秋 2 回、次回は 6 月の予定 
☎(０４）７１３１‐３４０６(加茂)  

○寶井講談修羅場塾 
６月 14 日(日)、お江戸日本橋亭(日本
橋三越前) 木戸銭無料 
☎(０４)７１６４‐０６１０(佐々木)  

●梨狩り家族大会 
８月下旬予定、柏市高柳、丸八観光果樹園 
☎(０９０）１４０４‐１１３８(植田) 

■全国校友滋賀大会 
９月６日(日)、大津プリンスホテル 
☎(０４）７１７３‐７３０１(宇都宮) 

◆大堀川の清掃参加 
 １０月の予定 

☎(０４）７１７３‐７３０１(宇都宮)  

満席の秩父宮ラグビー場  １2 月 7 日 

第 5 回柏・我孫子・流山三地域支

部合同ゴルフ大会   11 月 4 日 


